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川崎市総合計画市民検討会議 

第 1部会 開催結果 

１．「川崎市総合計画市民検討会議」について

これからの川崎の目指すべき方向性や取組を明らかにする「新たな総合計画」の策

定にあたり、市民の視点での意見や助言をいただく場として、「川崎市総合計画市民

検討会議」をスタートしました。 

「市民検討会議」では、部会による議論を行うほか、全体会で意識の共有化や意見

の集約を図るとともに、別途設置する「川崎市総合計画有識者会議」と検討内容を

共有化し、市民の視点からの意見として活かしていきます。 

２．スケジュール

平成26年 10月 4日（開催済） 第 1回全体会 

   11月 1日（開催済） 第 1部会（社会福祉（介護、健康）） 

      12月 21日  第 2部会（子育て、教育） 

平成 27年 1月２５日  第 2回全体会（第1、第2部会の共有と防災・

コミュニティ） 

      2 月８日  第 3部会（暮らし、交通） 

      3 月１日  第 3回全体会（第3部会の共有など） 

３．会議の構成

会議は下記のとおり、市民２１名とコーディネーター(学識経験者)１名の計２２名で

構成されています。 

公募市民 ７名 

無作為抽出した市民による「川崎の未来を考える市民検討会」参加者 １４名 

コーディネーター（中央大学法学部教授・川崎市在住 礒崎初仁氏） １名 

  ※２０代～７０代の市民。各区概ね均等な人数で、男性１１名・女性１０名（コーデ

ィネーターを除く） 

日時：平成26年11月 1日（土）13：30～17：15

会場：川崎市役所 第 4庁舎 第 6・7会議室

参考資料３
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第１部会（社会福祉（介護、健康））については、下記のとおり市民委員１１名が 

２グループに分かれてディスカッションを行いました。 

１グループ 

（６名） 

加藤浩照委員、山下博子委員、片山利昭委員、長谷川秀子委員、 

青柳昇二委員、外山瑠美委員 

２グループ 

（５名） 

飯田眞委員、辻麻里子委員、新冨征人委員、小池朋子委員、 

川島弘一委員 

４．第１部会の開催結果

(1) コーディネーターあいさつ
会議の総合調整を担っていただく中央大学の礒崎教授からは以下のよ

うなお話をいただきました。 

今回は『社会福祉』のテーマに絞って、ディスカッションを中心に

進行する 

職員も同席し、時間を取ってじっくりと深堀していきたい 

(2) グループディスカッション
２つのグループに分かれて、「誰もが安心して暮らせるし

くみづくり」「高齢者が力を発揮し、元気で暮らしやすい

まちづくり」「超高齢社会を迎えて、いきいきと暮らせる

しくみづくり」の３つをテーマに、グループディスカッ

ションを行いました。 

主な意見としては、以下のようなものがありました。 

テーマ１「誰もが安心して暮らせるしくみづくり」 

グループ１ 

困っている人の情報が把握できないことが問題であり、挨拶や声がけで地域での

関係をつくるとともに、気軽に集まれるところを地域につくることが重要。 

ボランティアや見守りをやっても

よいという人は多いため、行政が

情報提供を行うとともに、それら

を地域でコーディネートする力の

育成が必要。 

家族・地域・行政が連携し、予防・

事前対策に取り組むことが重要。 

３つのテーマ

コーディネーターの 

礒崎初仁中央大学教授 

①市の職員から市の状況について説明 ②みんなで意見を出し合います ③意見を模造紙にまとめていきます
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グループ２ 

高齢者自身が、元気なうちに介護や福祉の情報

を知ろうとする意識が大切ではないか。 

地域で支えあうためには、介護が必要になる前

からのご近所との関係づくりが重要ではないか。 

行政による支援は充実しているが、情報が届い

ていない。届け方に工夫が必要ではないか。 

介護を担う専門人材を確保する仕組みづくりが必要なのではないか。 

テーマ２「高齢者が力を発揮し、元気で暮らしやすいまちづくり」 

グループ１ 

高齢者が参加したくなる仕組みづくりが重要であり、地域にコーディネーターが

必要。地域にはいろいろなスキルや経験を持った高齢者がいるため、地域シルバ

ーセンターを設置して、「地域の便利屋集団」にしてはどうか。 

高齢者が外に出て、交流することが元気の源になる。そのためのやる気を起こす

しかけづくりが必要。タウンニュースなどの地域情報紙による発信を強化したり、

行政の業務の一部を高齢者に委託したりしてはどうか。 

グループ２ 

高齢者の“出番”を作ることが大切。町内会など地域での活動や、ボランティア

活動など、高齢者が自分のスキルや経験を発揮できる機会を創出する必要がある。 

世代を超えて繋がりをつくることが大切。保育園・幼稚園・学童などと、老人施

設を近い場所に置くなどしてはどうか。 

行政は交流の場ときっかけを提供し、あとは市民同志が連係して、世代を超えた

ナナメの関係、コミュニケーションの場を作り出していければいい。 

テーマ３「超高齢社会を迎えて、いきいきと暮らせるしくみづくり」 

グループ１ 

食生活の改善や運動とともに、検診を促進することが重要。検診に足が向かない

高齢者がいるため、区民祭への検診の出店や大学と連携による出張検診はどうか。 

子ども・若年層との交流促進が重要であり、小学生とのコラボや高齢者と若者の

シェアハウスなどが有効ではないか。 

他地域との交流や施設の相互利用など、広

域的な調整も重要。 

グループ２ 

高齢者が日常的に地域に出ていく機会を

創ることが必要。例えば地元商店と連携し

た買い物ポイントなどを作ってはどうか。 

高齢者だけではなく、子どもも女性も集まる場が必要。コミュニティキッチンな

どの気軽な多世代交流の場を作ってはどうか。 

運動のきっかけづくりのために、生田緑地や多摩川など川崎市内の自然資源を活

用したイベントを行ってはどうか。また日常的な運動機会をつくるため、多摩川

にスポーツ拠点を設けてはどうか。 
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(3) 成果の発表、シール投票、コーディネーターまとめ
各グループの代表者から成果発表を行った後、シール投票を行いました。 

最後に、コーディネーターの礒崎教授から、話し合いの内容をキーワードで総括し

ていただきました。 

テーマ１：「情報の共有」「人間関係」 

‥支援が必要になる前からの関係づくりが重要。個人情報保護の壁があるからこ

そ、日頃からのコミュニケーションが大切である。 

テーマ２：「出番」「場づくり・きっかけづくり」 

‥主体はあくまでも市民であり、出番をつくることが重要。そのきっかけづくり

は地域や行政が行う。 

テーマ３：「メリットと見える化」 

‥民間も力を出しながら、メリットを感じるために見える化をすることが重要。

高齢者やその予備軍のやる気を引き出すことが必要。 

グループのまとめ

本部会の成果は、第２回全体会に報告し、市民検討会議全体で共有し、話し合いに反映させます。

グループの代表者による発表

グループ発表後のシール投票



5 

病気予防、介護予
防のために健康的
生活をすること

家族間で連絡を取り
合い、何かあった場

合の対策方法を作っ
ておく

川崎市総合計画市民検討会議・第1部会 グループディスカッションまとめ【グループ1】 H26.11.1
１ 「誰もが安心して暮らせるしくみづくり」

家
族
や
自
分
が
で
き
る
こ
と

地
域
が
力
を
合
わ
せ
て
実
現
で
き
る
こ
と

行
政
が
担
う
べ
き
こ
と

そ
の
他

趣味などのやりたい
ことを増やす。

自分の地域を知る

地域を知る

あいさつ・声がけ

近所づきあいによる
高齢者の居住情報

の把握

あいさつが大事

簡単に手伝えること
を手伝う。

ゴミ出し、買物・・・

ひと声かけることで
情報を知ることがで

きる

あいさつ
+

ひとこと
で

関係づくり

気楽に集まれるところ

いこいの家は
入りづらい

ネーミング悪

住んでいる地域に
気楽に集まれる場
所があるといい

地域包括ケアセン
ターは中学校区で
広すぎる

コミュニティカフェ

地域のコーディネート力の育成

困っている人の情
報も知ること大事

個人情報保護法が
ネック

困っている人の情報が把握

できない

まちの中で改善・
対処

集合住宅居住者
への対応

多世代が入りやす
い場所

公共施設を気軽に
多目的利用

商店街の空き店舗
活用

公園の活用
公民館・図書館

地域のコーディ
ネート力の育成

家族がたおれないた
め地域包括センター
に関わってもらう

悩み、相談できる相
手、場をつくる

行政事務の一部を
地域に移管

支援が必要な人の情報

ボランティア情報の
提供・共有

ボランティアを募る

ボランティア情報の提供

ボランティアや
見守りを

やってもよい
という人は多い

医療・介護の
ネットワーク

コスト削減
情報システムの

効率化

自宅での介護には
限界がある

コンビニ医療を
つくる

家族・地域・行政の連携

できることは家族・
地域・行政の連携・
協業で実行される
べきことも多い

自宅で介護、自宅で
最期なら、そのシス
テムづくりを

予防・事前対策
が重要

コスト削減にも

つながる

２ 「高齢者が力を発揮し、元気で暮らしやすいまちづくり」 ３ 「超高齢社会を迎えて、いきいきと暮らせるしくみづくり」

身内の者が高齢を
むかえた時に身内
で温かく見守る

ケースワーカーでは
なく、介護施設では
なく、自宅で見守っ

ていく

交流する・外に出る

交流

元気の源
＝

元気な高齢者が参
加できる仕組みは
今もいっぱいある。

参加意識を高める
ためにどうするか。

高齢者が参

加したくなる
仕組みづくり

町内会・自治会活動
の閉鎖性

民生委員の役割・負
担が重すぎる

何ごとも情報を

住民に伝達し、家
族・地域・行政の

連携で具体的な

アクションに結び
つけるコーディネ
ーターが必要。

このコーディネー
ターを行政が任命

し、行政の業務も
一部を委嘱する。

行政情報の一元化
（行政による認定）

見守りボランティア、
交通安全ボランティ
アなど元気で意欲
のある方を活用

・働く場がある限り
働いてもらう

・役割を担ってもらう

地域の便利屋集団、
リーダー

シルバー人材セン
ターの各区・地域ご

との設置

コーディネーターが必要

やる気
新聞

地域シルバー人材センター

設置

地域の便利屋集団

ボランティアポイント
の導入

ボランティア新聞 タウンニュース

すそ野を広げる

行政の業務の一部
を元気な高齢者に
委嘱（有償でも可）

やる気を起こすしかけ

食生活等の
改善へ導く

食生活に
気をつける

（魚中心にする）

食生活改善

運動

自らが体を動かそう
とすることへの

後押し

健康づくり（検診の推進）

検診の推進
意識を持つ

社員の
健康づくりの

促進

自分と家族の健康
に気をつけましょう

地域の見守り

検診の促進

認知症の予防
（体操等）

検診に足が向かな
い高齢者がいる

区民祭などへの
検診の出店

高齢者と若年層と
のシェアハウスの

拡大

小学生とのコラボ

子ども・若年層との交流

出張検診
（大学との連携）

他地域との
交流活動の促進

ケースワーカー、介
護施設などの有効利
用されているか？
都市部で・・・

広域的な調整等

（他地域との交流促進・介護施設の有効活用）
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